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審議対象水系 （河川整備基本方針の変更）

＜球磨川水系＞
○現行の河川整備基本方針は平成19年5月に策定。

○令和2年7月豪雨による洪水では、基本高水のピーク流

量を上回る洪水が発生し、流域内で約6,280戸※の浸水

被害あり。

水系名
流域面積

(km2)

幹川流路
延長
(km)

流域内
人口

（万人）

想定氾濫
区域内
人口

（万人）

流域に
関係する
都道府県

球磨川 1,880 115 約12 約13.3
熊本県
宮崎県

鹿児島県

球磨川水系

球磨川

※出典：「河川現況調査」（基準年：平成27年）

直轄管理区間

指定区間（知事管理区間）

都道府県界

凡 例

1

※ 第１回令和２年7月球磨川豪雨検証委員会説明資料より



土地利用の変化

産 業

【工業等】

■下流の八代市では、球磨川の水を利用した

製紙業、金属製品業等の工場が立地。

■河口付近の八代港は重要港湾に指定されてお

り、南九州の拠点工業港として発達。

【球磨川河口付近に位置する八代港】
【農業等】

■氾濫原の八代平野では、米・イ草の二毛作が盛ん。最近ではハウス

栽培が盛んで、トマトの生産高は全国有数。

■上流部は穀倉地帯を形成。米焼酎造りが盛ん。

流域の概要 球磨川水系

○球磨川は幹川流路延長115km、流域面積1,880㎞2の一級河川であり、その流域は熊本県、宮崎県、鹿児島県の３県にまたが
り、4市5町5村を抱えており、その大部分を熊本県が占めている。

○流域の約９割を森林が占めており、人口・資産は下流平野部と人吉・球磨盆地に集中。

流域及び氾濫域の諸元

球磨川流域
 

地形・地質特性

●八代市

球磨川

川辺川 銚子笠

国見岳

白髪岳

市

人吉・球磨盆地

下流部

中流部

上流部

山間狭窄部の出口山間狭窄部の出口

山間狭窄部山間狭窄部

球磨川渡付近球磨川渡付近

川辺川合流点川辺川合流点

人吉・球磨盆地

人吉市
●

人吉市

下流部

主要都市

流 域 界

凡 例

川辺川流域

■全体的に円形の形状と
なっており、球磨川や川
辺川の上流域は、国見岳、
銚子笠、市房山、白髪岳
などの高峰がそびえ九州
山地の一部を成している。

出典）土地分類図（地形分類図）熊本県 昭和48
年（1973年）（経済企画庁総合開発局）をもと
に作成

昭和51年 平成28年

年 宅地等 田畑等 山林等

S51 1.4% 10.0% 88.6%

H9 1.9% 10.3% 87.8%

H21 2.5% 9.1% 88.4%

H28 2.8% 8.6% 88.6%

■森林が全体の約9割を
占める。

■経年的に大きな土地利
用の変化は見られない

流域面積(集水面積)：1,880km2

幹川流路延長 ：115km
流域内人口 ：約12万人
想定氾濫区域面積 ：約160.0km2

想定氾濫区域内人口 ：約13.3万人
主な市町村：八代市、人吉市、芦北町、

錦町、あさぎり町、
多良木町、湯前町、
水上村、相良村、五木村、
山江村、球磨村等

出典）H27河川現況調査

【その他産業】
■球磨川中・上流部では、アユ釣りが盛んであり、多くの釣り人が
球磨川の尺アユを求めて訪れている。

■日本三急流と称され、多くの観光客が球磨川下りを楽しんでいる。

［アユ釣り］ ［球磨川下り］

第116回河川整備基本方針検討小委員会資料

流域内の人口及び高齢化率

※球磨川の流域関係市町村：八代市、人吉市、芦北町、錦町、あさぎり町、多良木町、
湯前町、水上村、相良村、五木村、山江村、球磨村
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２．主な洪水と治水対策 河川整備基本方針策定以降の治水対策について 球磨川水系
3

萩原地区堤防補強
○堤防前面の深掘れ対策を平成22年に概ね完了、矢板打設によるすべり等対策を平成29年

に完了、平成30年から断面が不足している箇所の堤防補強対策を実施中。

堤防補強状況

築堤・宅地かさ上げ
○築堤区間における堤防整備を順次実施。中流部では、浸水実績や地区内戸数、背後地の

状況等を踏まえ、宅地嵩上げ等を順次実施。

施工後（H26.5）

藤本地区築堤

施工前（Ｈ20.3）

築堤高さ

施工後（Ｈ27.6）

嵩上げ高さ

施工前（Ｈ30.5） 施工後（Ｈ31.3）

人吉市中神地区掘削状況

河道掘削
○河道断面を増加させるため、河川環境に配慮した平水位以上を基本とした河床掘削を順次

実施

漆口地区宅地嵩上げ

改修の進捗にあわせた内水対策
○球磨村渡地区では、国・県・球磨村の適切な役割分担の下、総合的な内水対策を実施。国施工の導流堤及び可搬式ポンプは平成２６年に完成

導流堤の整備状況

（Ｈ26.4撮影）

小川
導流堤

内水対策（国）

洪水時水位低減対策
（導流堤）【国】

可搬式排水ポンプ施設の整備状況
築堤、道路橋かさ上げ、

内水対策（県）

○川辺川ダムについては、国土交通省が平成２１年９月に「ダム本体工事中止」の方針を表明。

○川辺川ダム以外の治水対策の現実的な手法について検討するため、国、県、市町村から構成される「ダムによらない治水を検討する場」を平成２１年に設置。

○治水対策について検討を重ね、積み上げた「直ちに実施する対策」及び「追加して実施する対策（案）」について、これまで以下のとおり事業を進めてきたところ。

球磨川水系現行の基本方針（H19）策定以降の治水対策 第116回河川整備基本方針検討小委員会資料
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球磨川：人吉地点

約7,400m3/s

約7,900m3/s
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球磨川：横石地点 約12,600m3/s

約12,000m3/s

球磨川水系既往洪水からの検討（令和2年7月豪雨）

○令和2年7月豪雨において、球磨川流域では線状降水帯が形成され時間雨量30mmを超える激しい雨が約8時間にわたって連続
して降り続いた。

○球磨川本川の下流部から中上流部、支川川辺川の各観測所で、観測開始以来最高の水位を記録
○各基準地点のピーク流量は、人吉地点で約7,900m3/s※１、横石地点で約12,600m3/s※1と推定 ※１：ダム・氾濫戻し

観測所毎のピーク流量算出結果

※渡地点の実績再現ピーク流量は、氾濫解析により求めたピーク流量に基づき推定しているが、横石地点は実績ピーク水位から推
定するなど、それぞれの算出方法が異なっているため、実績再現ピーク流量と氾濫戻し流量との関係性が上下流で整合していない。

流出解析(貯留関数モデルを使用)により、氾濫が発生せず、更に市房ダムがな

かった場合を想定したピーク流量を再現した流量波形（人吉地点 横石地点）

推定した流量を基に氾濫解析を実施した結果、浸水区域調査、河道痕跡調査等の結果
（青枠の範囲）を概ね再現、また浸水深さも概ね再現できていることを確認

令和２年７月豪雨等雨量線図（２４時間）

 氾濫状況を再現する解析（氾濫解析）モデルにより、氾濫
が発生しない場合のピーク流量を推定するため、洪水後
に浸水区域や浸水深の現地調査を実施。

 流出計算は、我が国でこれまで多数の流域で適用実績
があり、信頼性のある貯留関数法により行った。得られた
流量を基に氾濫解析を実施した結果、浸水区域調査、河
道痕跡調査等の結果を概ね再現できていた。

 さらに、越水・溢水による氾濫、市房ダムがなかった場合
の流量として、球磨川流域全体を対象とした流出解析を
実施し、流量を推定。

天気図

天気図（7月4日 6時頃 気象庁ＨＰより）

神瀬

人吉

久連子

多良木

今次洪水の浸水深、面積について、洪水痕跡調査など

浸水区域・浸水深調査結果により推定した浸水範囲

令和２年７月豪雨
観測所雨量

観測開始以来最大の

雨量を観測

注１：図中のグレー字表記の値はピーク欠測のため参考表示

注２：図中のピンク色波形は、後日ロガーデータで補完したもの
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観測所名 12時間 24時間

神瀬（こうのせ） 489 534
人吉（ひとよし） 339 410
久連子（くれこ） 296 346
多良木（たらぎ） 408 483

第116回河川整備基本方針検討小委員会資料
（第１回、第２回令和２年7月球磨川豪雨検証委員会説明資料より引用）

観測
所名

河川名
実績再現

ピーク流量
（m3/s）

流出解析結果（m3/s）

氾濫戻し
流量

市房ダム・
氾濫戻し流量

柳瀬 川辺川 約３，４００ 約３，４００ 約３，４００

一武 球磨川 約３，３００ 約３，３００ 約３，８００

人吉 〃 約７，０００ 約７，４００ 約７，９００

渡 〃 約８，４００ 約９，８００ 約１０，４００

横石 〃 約１１，２００ 約１２，０００ 約１２，６００



〇球磨川本川上流域の被害は比較的少ないが、支川川辺川合流点付近から球磨川中流部では至る所で浸水被害や家屋倒壊
が発生し、約１，０２０ｈａ・約６，１１０戸 の浸水被害を確認。

〇支川川辺川においても、約１３０ｈａ・約１７０戸（柳瀬橋上流）の浸水被害が発生（熊本県調査結果による）。
〇球磨川直轄管理区間では、２箇所の堤防決壊が発生し、橋梁１４橋の流失など国道や鉄道などの甚大な被害も発生。
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あさぎり町

湯前町

水上村

八代市

80
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60

川

辺

川

川

磨

球

深水橋流失(13k300付近)

堤防決壊(左岸55k000付近)

西瀬橋流失(59k600付近)

球磨川第一橋梁流失(24k300付近)

鎌瀬橋流失(25k200付近)

天狗橋流失(56k000付近)

沖鶴橋流失(54k600付近)

相良橋流失(52k800付近)

球磨川第四橋梁流失(66k200付近)

大瀬橋流失(41k000付近)

神瀬橋流失(37k300付近)

球磨川第二橋梁流失(52k500付近)

坂本橋流失(16k900付近)

松本橋流失(43k000付近)

堤防決壊(右岸56k400付近)

新村橋流失(1k200付近)

国管理区間

国管理区間

国管理区間

国管理区間 国管理区間

国管理区間

国管理区間

球
磨
川→

①

②

③

⑦ ⑥

④

①

② ③
④ ⑤

⑥

⑤

⑦

令和２年７月豪雨について - 流域の被害状況 - 球磨川水系

洪水痕跡

過去に宅地かさ上げした家屋が４ｍ程度浸水
（芋川地区）

坂本支所周辺の家屋等は軒下まで浸水

球磨川右岸から約50m離れた場所での家屋倒壊
（球磨村渡地区） 球磨川右岸56k400付近での堤防決壊

西瀬橋の流失

氾濫流が人吉市街部を流下し
青井阿蘇神社の禊橋の鳥居も水没

提供：人吉市民

7月4日午前撮影

洪水痕跡

高さ３ｍ付近に洪水痕跡を確認
（国道４４５号通り）

ＪＲ坂本駅

坂本支所

第11６回河川整備基本方針検討小委員会資料
（第１回令和２年７月球磨川豪雨検証委員会説明資料より引用）
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中谷橋

坂本橋

○

○

球磨川

中谷川

八代市坂本支所

松崎

○ １６ｋ

○ １７ｋ

坂本駅

小崎辻

油谷川

凡例

浸水範囲

橋梁流失

国土交通省ヘリ調査により確認された浸水範囲を概略で図示

○中流部で山間狭窄部の八代市坂本町では、宅地かさ上げを実施した箇所においても浸水し、洪水流により橋梁上部工が
流失するなど未曾有の被害が発生。

1

2 写真番号No.

※第１回球磨川豪雨検証委員会 説明資料を引用

瓦の飛散

洪水痕跡

洪水痕跡

過去に宅地かさ上げした家屋が３ｍ程度浸水
（坂本地区）

３ｍ程度浸水したＪＲ坂本駅

令和２年７月豪雨について - 被害状況（八代市坂本町） - 球磨川水系

写真①

写真②

第116回河川整備基本方針検討小委員会資料
（第１回令和２年７月球磨川豪雨検証委員会説明資料より引用）
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坂本中学校

球磨川

○ １９ｋ

道の駅坂本

○

藤本

大門

○ １８ｋ

合志野

藤本発電所
（跡地）

○

国土交通省ヘリ調査により確認された浸水範囲を
概略で図示。

○中流部で山間狭窄部の八代市坂本町では、宅地かさ上げを実施した箇所においても浸水し、洪水流により橋梁上部工が
流失するなど未曾有の被害が発生。

3

4

凡例

浸水範囲

写真番号No.

※第１回球磨川豪雨検証委員会 説明資料を引用

写真④

写真③
球磨川

道の駅坂本

過去に宅地かさ上げした家屋も3ｍ程度浸水
（大門地区）

令和２年７月豪雨について - 被害状況（八代市坂本町） - 球磨川水系

瓦の飛散

軒下2.5m程度浸水した道の駅坂本

7

第116回河川整備基本方針検討小委員会資料
（第１回令和２年７月球磨川豪雨検証委員会説明資料より引用）



球磨川

球磨村役場

球磨橋

芋川

中園

田頭

○

友尻中園川
○ ４８ｋ 一勝地駅

国土交通省ヘリ調査により確認された浸水範囲を概略で図示。

6

5

7

凡例

浸水範囲

写真番号No.

※第１回球磨川豪雨検証委員会 説明資料を引用

写真⑥

写真⑤

過去に宅地かさ上げした家屋が２～３ｍ程度浸水
（一勝地地区）

洪水流が橋を乗り越え、高欄が欠損した球磨橋

○中流部で山間狭窄部の球磨村一勝地周辺では、宅地かさ上げを実施した宅地も浸水する未曾有の被害が発生。

令和２年７月豪雨について - 被害状況（球磨村一勝地周辺） - 球磨川水系

洪水痕跡
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洪水痕跡

写真⑦

過去に宅地かさ上げした家屋が４ｍ程度浸水
（芋川地区）



国土交通省ヘリ調査により確認された浸水範囲を概略で図示。

1

2

凡例

浸水範囲

橋梁流失

写真番号No.

※第１回球磨川豪雨検証委員会 説明資料を引用

写真②

写真①

球磨川右岸から約５０ｍ離れた場所での家屋倒壊
（球磨村渡地区）

球磨川右岸から約50m離れた場所での家屋倒壊
（球磨村渡地区）

令和２年７月豪雨について - 被害状況（球磨村渡地区） - 球磨川水系

○山間狭窄部の入り口である球磨村渡地区では、約７０ｈａ、約１３０戸に及ぶ浸水被害とともに氾濫流による家屋倒壊も 確認。

9

第116回河川整備基本方針検討小委員会資料
（第１回令和２年７月球磨川豪雨検証委員会説明資料より引用）



➞

球磨川

○ ５８ｋ○

福川

出水川

頭無川

○ ５９ｋ 鹿目川

西瀬橋

永野川

○

万江川

繊月大橋

熊本県調査により確認された浸水範囲を概略で図示。

○人吉市街部において、約５１８ｈａ、４，６８１戸にも及ぶ浸水被害とともに氾濫流による家屋倒壊も発生。

3

凡例

浸水範囲

橋梁流失

写真番号No.

※第１回球磨川豪雨検証委員会 説明資料を引用

令和２年７月豪雨について - 被害状況（人吉市街部） - 球磨川水系

写真③

堤防の損傷と氾濫流による家屋倒壊が発生
（人吉市下薩摩瀬町）
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